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症 例

救急搬送されたビタミン B1欠乏症患者 4例の
リハビリテーション経過と転帰について

白川 桂1），岸 正司2），平林 伸治1）

1）日本生命病院リハビリテーション科
2）日本生命病院救急診療科

（2020年 1月 6日受付）

要旨：ビタミン B1欠乏症になるとWernicke脳症や Korsakoff症候群を生じる．今回，救急搬送
されたビタミン B1欠乏症患者 4例のリハビリテーション経過について報告する．チアミン投与
後の身体症状の回復経過は，意識障害や眼球運動障害は速やかに改善した．一方で運動失調は回
復に 7週から 8週程度要し，残存する傾向にあった．また，ADLの向上が必ずしも社会復帰に繋
がるわけではない例もあり，社会背景を十分に考慮したリハビリテーションが重要である．

（日職災医誌，68：233─237，2020）
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はじめに

ビタミン B1欠乏症にはWernicke脳症や続発する
Korsakoff症候群があり，早期に治療が開始されなけれ
ば予後不良となる病態である１）．ビタミン B1欠乏患者
は，チアミン欠乏状態が続くと 2週から 3週で不可逆性
の脳障害が生じる２）ことが知られており，一方で迅速かつ
適切にチアミンを投与することにより脳障害が予防でき
る３）といわれている．しかし，リハビリテーションを実施
した症例の回復経過に関する報告は少ない４）．今回，2017
年 12月から 2019年 1月の間に救急搬送されたビタミン
B1欠乏症患者 4例のリハビリテーション経過と転帰に
ついて報告する．

症例紹介

症例 1：46歳女性
主 訴：話しづらい
既往歴：特記事項なし
アルコール飲酒歴：毎日
現病歴：3週間ほど前から食事量が減少し，構音障害

や手足の震えが出現し救急搬送された．入院 3日目より
理学療法を開始．
【入院時から 1週目までの理学療法評価】
意識障害：JCSI-3 眼球運動障害：あり 運動失調：

上下肢に認める
感覚障害：なし しびれ：なし

筋 力：Manual Muscle Testing（以下MMT）で上下
肢ともに 2レベル

反射：正常
基本動作：起き上がりから端座位保持に軽介助を要

した
ADL：Barthel Index※1で 0点
入院時ビタミン B1：26ng/ml（正常値：24～66ng/ml）

入院時 BMI：16.4
入院時アルブミン：5.3g/dl（正常値：3.9～4.9g/dl）
社会背景：無職．入院前は母親と二人暮らし（関係性

は良好ではない）．
※1 Barthel Indexは，表 1にあるように 10項目から

なる日常生活動作の自立度を 0から 100点で点数化し，
点数が高いほど自立度が高い指標である．
【理学療法経過】
入院 3日目よりベッドサイドで座位保持練習を開始

し，5日目より歩行練習を開始．失調によるふらつきに対
し，立位でのバランス練習を中心に実施．入院 11日目に
歩行が見守りで可能となり， 15日目に自宅退院した．
意識障害や眼球運動障害は 1週目で回復したが，失調は
残存した．
【退院時の理学療法評価】
意識レベル：晴明 眼球運動障害：なし 運動失調：

残存
感覚障害：なし しびれ：なし 筋力：MMT4レベル
基本動作：自立 歩行動作：見守り BI：85点
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表 1　Barthel Index について

食事 10：自立，自助具など装着可，標準時間内に食べ終える
5：部分介助（おかずを切って細かくしてもらう）
0：全介助

車椅子から
ベッドへの
移動

15：自立，ブレーキ，フットレストの操作も含む
10：軽度の部分介助または監視を要する
5：座ることは可能であるがほぼ全介助
0：全介助または不可能

整容 5：自立（洗面，整髪，歯磨き，ひげ剃り）
0：部分介助または不可能

トイレ動作 10：自立，衣服の操作，後始末を含む
 5： 部分介助，体を支える，衣服，後始末に介助を要する
0：全介助または不可能

入浴 5：自立
0：部分介助または不可能

歩行 15：45m以上の歩行，補装具の使用の有無は問わない
10：45m以上の介助歩行，歩行器の使用を含む
5：歩行不能の場合，車椅子にて 45m以上の操作可能
0：上記以外

階段昇降 10：自立，手すりなどの使用の有無は問わない
5：介助または監視を要する
0：不能

更衣 10：自立，靴，ファスナー，装具の着脱を含む
5： 部分介助，標準的な時間内，半分以上は自分で行える
0：上記以外

排便コント
ロール

10：失禁なし，浣腸，座薬の取り扱いも可能
 5： ときに失禁あり，浣腸，座薬の取り扱いに介助を要

する者も含む
0：上記以外

排尿コン
トロール

10：失禁なし，収尿器の取り扱いも可能
 5： ときに失禁あり，収尿器の取り扱いに介助を要する

者も含む
0：上記以外

症例 2：46歳女性
主 訴：臀部の 痛
既往歴：特記事項なし
アルコール飲酒歴：毎日
現病歴：自宅で転倒し，寝たきりとなっているところ

を家族が発見し，当院へ救急搬送された．入院 2日目よ
り理学療法を開始．
【入院時から 1週目までの理学療法評価】
意識障害：JCSII-10 眼球運動障害：あり 運動失

調：四肢体幹に認める
感覚障害：四肢に認める しびれ：四肢に認める
筋 力：MMTで上下肢ともに 2レベル
反射：減弱 褥瘡：仙骨にポケットのある褥瘡あり
基本動作：全介助 ADL：Barthel Indexで 0点
入院時ビタミン B1：14ng/ml 入院時 BMI：13.3
入院時アルブミン：1.0g/dl
社会背景：無職．子ども 2人（15歳未満）と居住．
【理学療法経過】
入院 2日目より理学療法開始．入院 1週で意識レベル

は改善し，眼球運動障害も消失した．ポケットのある褥

瘡があり，理学療法はベッド上から開始し，褥瘡の治癒
が進んだ 3週目より離床を開始．入院 5週目より平行棒
で歩行練習を開始したが失調によるふらつきが著明であ
り，重錘を負荷してバランス練習や歩行練習を実施した．
入院 8週目に病棟内 歩行自立，入院 11週目に ADL
が自立し自宅退院した．なお，Korsakoff症候群には至ら
なかった．
【退院時の理学療法評価】
意識レベル：晴明 眼球運動障害：なし 運動失調：

なし
感覚障害：なし しびれ：なし 筋力：MMT5レベル
基本動作：自立 歩行動作： 歩行自立 BI：100点
症例 3：70歳男性
主 訴：体動困難
既往歴：心筋 塞
アルコール飲酒歴：毎日
現病歴：歩行困難となり救急搬送され，ウェルニッケ

脳症疑いで入院．入院 7日目より理学療法を開始．
【入院時から 1週目までの理学療法評価】
意識障害：JCSI-3 眼球運動障害：複視あり 運動失

調：四肢体幹に認める 感覚障害：なし しびれ：なし
筋力：MMTで上下肢とも 4レベル

反射：正常
基本動作：起き上がりと立ち上がり動作に中等度介助

を要し，座位保持は見守りで可能
ADL：Barhel Indexで 0点
入院時ビタミン B1：9ng/ml 入院時 BMI：15.5
入院時アルブミン：4.2g/dl
社会背景：無職．入院前は自宅がなく，友人宅を転々

としていた
【理学療法経過】
入院 7日目より理学療法を開始．意識障害は 1週目で

回復．入院 2週目から歩行練習を開始したが，失調によ
るふらつきが著明であった．理学療法は体幹と下肢の協
調性改善を目的に，立位での静的なバランス練習から開
始し，動的なバランス練習へと進めていった．入院 3週
目には独歩が見守りで可能となり，入院 5週目に病棟
ADLが自立．しかし，入院 6週目に生活支援目的に救護
施設へ転院となった．なお，Korsakoff症候群には至らな
かった．
【退院時の理学療法評価】
意識レベル：晴明 眼球運動障害：なし 運動失調：

わずかに残存
感覚障害：なし しびれ：なし 筋力：MMT5レベル
基本動作：自立 歩行動作：自立 BI：100点
症例 4：51歳男性
主 訴：倦怠感
既往歴：特記事項なし
併発疾患：アルコール性ケトアシドーシス（CK：
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表 2　4 症例の特性

症例 年齢 性別 入院時
ビタミンB1 BMI Alb

（24 ～ 66ng/ml）

1 46 女性 26ng/ml 16.4 5.3
2 46 女性 14ng/ml 13.3 1.0
3 70 男性  9ng/ml 15.5 4.2
4 51 男性 21ng/ml 19.3 2.3

BMI：Body Mass Index

表 3　身体機能の回復経過について

意識障害 眼球運動
障害 運動失調 下肢筋力

感覚障害
Barthel Index 転帰先

表在 深部

症例 1
　初期 JCSII-10 あり あり MMT2 四肢 なし 0点 自宅
　回復期間 1週後 1週後 残存＊ 2週後MMT4＊ 残存＊  2 週後 75 点＊
症例 2
　初期 JCSII-10 あり あり  MMT2 四肢 なし 0点 自宅
　回復期間 1週後 1週後 8週後 3週後MMT5 8 週後  11 週後 100 点
症例 3
　初期 JCSI-3 なし あり  MMT4 なし なし 0点 施設
　回復期間 1週後 7週後 3週後MMT5 7 週後 100 点
症例 4
　初期 JCSII-10 なし あり MMT2 なし なし 0点 施設
　回復期間 1週後 残存‡ 2週後MMT3‡ 2週後 30 点‡

MMT：Manual Muscle Testing
＊：入院 15 日目の時点（入院 15 日目で退院）
‡：入院 13 日目の時点（入院 13 日目で退院）

5,222IU/L）
アルコール飲酒歴：毎日
現病歴：屋外で倒れているところを発見され，集中治

療室に入院．入院 7日目より理学療法を開始．
【入院時から 1週目までの理学療法評価】
意識障害：JCSII-10 眼球運動障害：なし 運動失

調：上下肢ともに認める
感覚障害：なし しびれ：なし 反射：減弱
筋 力：MMTで上下肢とも 4レベル
基本動作：起き上がり動作に中等度介助，座位保持に

軽介助を要した
ADL：Barthel Indexで 0点
入院時ビタミン B1：21ng/ml 入院時 BMI：19.3
入院時アルブミン：2.3g/dl
社会背景：入院前は独居で，仕事は神社で展示物の設

置や販売業を行っていた
【理学療法経過】
入院 7日目より理学療法開始．意識障害は 1週目で改

善した．入院 10日目より歩行練習を開始．失調症状は軽
度で歩行への影響はわずかであったが，幻視を中心とし
た精神症状が出現しアルコール離脱症状と診断して，入
院 13日目に対応可能な精神科病院へ転院となった．短期
間の介入であり，Korsakoff症候群について評価困難で
あった．

【退院時の理学療法評価】
意識レベル：JCSI-2 眼球運動障害：なし 運動失

調：残存
感覚障害：なし しびれ：なし 筋力：MMT4レベル
基本動作：軽介助 歩行動作：中等度介助 BI：45点
以上のように，全例がアルコール関連であり，栄養状

態の低下も認めた（症例 1と症例 3については，血清ア
ルブミン値は低くないが，脱水の影響が推測される）．な
お，4症例の特性を（表 2），身体機能の回復経過を（表
3）に示す．

考 察

今回，救急搬送・ICUで治療されたビタミン B1欠乏
症患者 4例のリハビリテーション経過について報告し
た．4例はいずれも入院時にWernicke脳症が疑われ，治
療が開始された．Wernicke脳症の診断基準については，
Caine５）らは，①栄養障害，②眼球運動障害，③小脳失調，
④意識障害または軽度の記憶障害のうち，2つ以上を満
たすとWernicke脳症と診断する方法を提唱している．
この基準による診断は，ヨーロッパ神経学会のガイドラ
インでエビデンスレベル Bに分類されている．今回の 4
例は，4項目中 2つ以上の項目に該当しており，Wer-
nicke脳症の基準を満たしていた．
Wernicke脳症は，ビタミン B1不足により発症し，死

亡率が 20%， Korsakoff症候群に至る率は 85%６）と高く，
早期に治療が開始されなければ予後不良となる病態であ
る．本報告の 4例は早期からビタミン B1補充治療され，
その回復経過は，意識障害や眼球運動障害は入院後 1週
程度で回復する傾向にあったが，運動失調の回復には 7
週から 8週程度要した．意識障害や眼球運動障害につい
て Donnino７）らは，数時間から数日の間に改善すると報告
している．運動失調の回復期間について，アルコール性
のWernicke脳症では 8週８），非アルコール性では 9週程
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表 4　失調の回復とBarthel Index の関係について

失調残存期のBI 値 失調消失後のBI 値

症例 1 85点（入院時から2週目まで） 失調残存のため変化なし
症例 2 45点（入院時から7週目まで） 100点（入院8週目から11週目まで）
症例 3 55点（入院時から6週目まで） 100点（入院 7週目から8週目まで）
症例 4 45点（入院時から2週目まで） 失調残存のため変化なし

表 5　Barthel Index の点数と転帰先の関係について

最終BI値 転帰  居住環境

症例 1  85 点 自宅 母
症例 2 100 点 自宅 息子 2人
症例 3 100 点 施設 独居（定住先を持たない）
症例 4  45 点 転院 独居

度要したという報告がある９）．今回のアルコール性の運動
失調の回復は 7週から 8週であり，アルコール性と非ア
ルコール性による違いはあるものの，経過についてはほ
とんど差がなかった．また，Wernicke脳症の失調は小脳
前庭機能障害で，意識障害改善後もしばらくは座位保持
や歩行困難を呈する症例が多い１０）．今回の 4症例におい
ても同様に，意識障害の改善後も基本動作や歩行動作に
介助が必要な状態であり，ADL獲得にはある程度の期間
を要した．表 4に示すように，運動失調の回復に伴い
ADLも向上していることから，運動失調の改善が ADL
獲得に重要であると考えられる．
一方で表 5に示すにように，社会背景によって ADL

を獲得しても自宅復帰できない症例があった．このこと
から，ADLの高い患者に対しては，入院早期から数週間
しても生活環境が不明瞭なことが多いので，自宅復帰へ
過度な期待を持たせるような関わりは控えるなど，社会
背景を十分に考慮した上でリハビリテーションを進めて
いく必要がある．
また，精神症状により転院を余儀なくされ急性期のリ

ハビリテーションが十分に実施できないケースもあっ
た．ビタミン B1欠乏症患者は入院前から常用的にアル
コールを摂取しており，入院後にアルコール離脱症状な
どの精神症状が出現する可能性がある．入院中のリハビ
リテーションでは精神症状やその変化を考慮しながら進
めていく必要がある．
4症例の栄養状態は，BMIが低い症例が多く，ビタミ

ン B1が欠乏していることから，低栄養状態にあると考
えられる．また，現病歴からも入院前から食事摂取が十
分ではなかったことが推測される．アルコール摂取患者
の食事量低下の割合について，Chamorroらは 50.3%と
報告１１）したのに対し，Galvinらは 3.9%と報告１２）してお
り，食事摂取量低下の統一した見解は得られていない．
しかし，今回の 4例のように，救急搬送される症例では
低栄養状態にあることが多く，栄養状態に配慮した運動
負荷量でリハビリテーションを進める必要がある．

結 論

救急搬送されたビタミン B1欠乏症患者 4例のリハビ
リテーション経過について報告した．意識障害や眼球運
動障害は速やかに改善するのに対し，運動失調は 2カ月
程度の回復期間を要した．運動失調の改善が ADL獲得
に重要である．
社会背景について，本人や家族から元々の ADLや生

活状況を確認できない症例も多く，また ADLの向上が
直接的に社会復帰に繋がるとは限らないため，社会背景
を十分に考慮した上でリハビリテーションを進めていく
必要がある．
［COI開示］本論文に関して開示すべき COI状態はない
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Vitamin B1 deficiency causes Wernicke encephalopathy (WE) and Korsakoff syndrome. This study as-
sessed WE patients, with a history of alcohol use disorder, admitted emergency room and intensive care units.
After Thiamine administration, confusion and ocular motor abnormalities recovered early within a week. On
the other hand, ataxia recovered gradually duration of 7 to 8 weeks. Rehabilitation goal was planned not only to
improve their physical function concerning about daily living, but also to coordinate their home conditions with
community based team.
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